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競馬組合への構成団体融資のスキームについて 

 

 

１ 構成団体から競馬組合への融資 

(1) 融資総額 

競馬組合の平成18年度末における債務の全額を対象 

330億円（積算は参考２のとおり） 

(2) 構成団体ごとの融資割合・融資額 

 過去における各構成団体への利益配分実績割合であり、競馬組合規約に定める利益

配分割合（＝損失分賦割合）で、各構成団体が融資 

 

区分 県 奥州市 盛岡市 合計 

融資割合 5.5 2.5 2 10 

融資額 181.5億円 82.5億円 66億円 330億円 

 

構成団体から競馬組合への融資イメージ 

 

(3) 競馬組合から構成団体への返済 

① 元金 

競馬組合の各年度の事業収支に生じた黒字の範囲内で返済 

 
 
 
 
 

330億円 

競馬組合 

返済 

返済 

支払い 

構成団体ご
との融資額 

県 
181.5億円 

奥州市 
82.5億円 

盛岡市 
66億円 

融資 

融資 

融資 

起債 
153億円 

一時借入金 
142億円 

その他の債務 
35億円 
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＜元金返済ルール＞ 

「新しい岩手県競馬組合改革計画」（18.11.20策定）抜粋 

ア 運営資金の累積額が 10億円以下の場合 

最終利益の 1億円以下の部分 1億円を超え 5億円以下の部分 5億円を越える部分 

 

   

 

イ 運営資金の累積額が 10億円を超えた場合 

最終利益の 1億円以下の部分 1億円を超え 5億円以下の部分 5億円を越える部分 

 

   

  

 

② 利息 

・利率は、年 0.3％（平成 18年度末の融資の場合） 

当該利率は、構成団体が一般的な基金運用をした場合と同水準の利息の受取りとなるような、

基金の運用利率として適切な水準に、毎年度、設定するもの 

(4) 競馬組合への融資に係る運用型基金の造成 

各構成団体は、競馬組合への融資に係る財源を確保し、安定的に融資を行うため、

前記(2)の融資額の運用型基金(※)を造成 
(※) 運用型基金：特定の目的のために定額の資金を貸付等に運用するために設置されるもの 

(例：県の自治振興基金、土地開発基金) 

 

２ 県から奥州市、盛岡市への融資 

(1) 基金の造成に係る自主財源額及び県から両市への融資額 

両市は、できる限り自主財源で基金を造成。なお不足する分は、県が両市に融資 

（このため、県は両市に融資する額を加えた額の基金を造成） 

区分 県 奥州市 盛岡市 合計 

競馬組合への融資額 181.5億円 82.5億円 66.0億円 330億円 

基金の造成額 277.5億円※ 82.5億円 66.0億円  

 自主財源額 277.5億円 25.0億円 27.5億円 330億円 

 県からの融資額  57.5億円 38.5億円 96億円 

 

競馬組合に内部留保 10/10 
競馬組合に内部留保  1/2 

構成団体に返済    1/2 
構成団体に返済 10/10 

競馬組合に内部留保  1/2 

構成団体に返済    1/2 構成団体に返済 10/10 

県の基金造成額 
277.5億円 

県から競馬組合
への融資額 

181.5億円 

県から奥州市
への融資額 

57.5億円 

県から盛岡市
への融資額 

38.5億円 

＝ ＋ ＋ ※ 
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県から両市への融資イメージ 

 

(2) 両市から県への返済 

① 元金 

平成19年度以降、毎年度末に、一定額（ア）と、競馬組合から両市へ返済された

元金の一部（イ）を県に返済 

(ア) 毎年度の一定額 

奥州市 2.25億円、盛岡市 2.25億円（計 4.5億円） 

(イ) 競馬組合から両市へ返済された元金の一部 

当該年度当初の「当該市から競馬組合への融資額」に対する「県から当

該市への融資残高」の割合に応じて、「競馬組合から当該市へ返済された

元金の一部」を県に返済 
 
 
 
 

② 利息 

利率は、構成団体から競馬組合への融資利率と同率 
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融資 
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融資 
66億円 

 

競馬組合への融資 

 

181.5億円 

奥州市への融資 

57.5億円 
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競馬組合から当該市

に返済された元金 
＝ × 

当該市から競馬組合への融資額 

県から当該市への融資残高 

県の新基金 
(277.5億円) 

＜ 県 ＞ ＜奥州市・盛岡市＞ 

 
自主財源 25.0億円 
県融資 57.5億円 

奥州市の新基金 
(82.5億円) 

 
自主財源 27.5億円 
県融資 38.5億円 

盛岡市の新基金 
(66億円) 

競馬組合 
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（参考１）岩手県競馬組合 平成18年度損益見込み（平成19年1月15日時点） 

（単位：百万円） 

項   目 金 額 

売上高 ① 29,924※ 

売上原価 ② 23,106 

売上総利益 ①－②＝③ 6,818 

販売費及び管理費 ④ 8,696 

営業損益 ③－④＝⑤ △1,878 

営業外費用 ⑥ 610 

経常損益 ⑤－⑥＝⑦ △2,489 

特別損益（競馬会館等売却収入） ⑧ 322 

当期純損益 ⑦＋⑧ △2,167 

※29,924百万円＝（平成19年1月15日までの売上高 28,908百万円）

＋（1月16日以降の売上高見込み 1,016百万円） 

 

（参考２）構成団体融資額の積算 

（単位：億円） 

項   目 金 額 

金融機関等借入金 294.5 

 一時借入金 141.7 

 起  債 152.8 

18年度純損失 21.7 

その他債務※ 13.8 

計 330.0 

※「その他債務」は、公営企業金融公庫繰上償還補償金、

土地信託精算金、過年度未払金 

照会先 

岩手県農林水産部競馬改革推進室 

Tel. 019-629-5633 


